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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。ATPクエン酸リアーゼ（ACLY）ヒトATPクエン酸リアーゼは、多くの組織において細胞質アセチルCoAの合成を担う主要な酵素です。この酵素は、一見同一のサブユニットからなる四量体（相対分子量約44万）です。クエン酸とCoAからアセチルCoAとオキサロ酢酸を生成する触​​媒として機能し、同時にATPをADPとリン酸に加水分解します。生成したアセチルCoAは、脂肪生成やコレステロール生成など、いくつかの重要な生合成経路に関与しています。神経組織において、ATPクエン酸リアーゼはアセチルコリンの生合成に関与している可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2014年12月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	K562細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をATP-クエン酸リアーゼウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

